
人がつながり 夢をカタチに 墨田区すみだ区議会だより　2026年（令和8年）5月1日（5）

企
画
総
務
委
員
会

　
開
会
日
　

2
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

3
月
25
日
（
水
）

　
案
　
件
　
議
案
7
件
、
陳
情
1
件 

　
　
　
　
　
報
告
6
件

◆
主
な
審
査
状
況
等
を
紹
介
し
ま
す
。

可決
墨
田
区
行
政
手
続
条
例
（
一
部
改

正
）

　
行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
公

示
の
方
法
に
よ
る
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の

付
与
の
通
知
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
も
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
ほ
か
、
所

要
の
規
定
整
備
を
す
る
も
の

公
示
体
制
の
詳
細
に
つ
い
て

問

今
回
の
改
正
に
伴
い
実
施
さ
れ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
示
に
つ
い
て
、

①
従
来
ど
お
り
の
公
示
の
方
法
に
加
え
て
実

施
す
る
の
か
。
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
ど

の
よ
う
な
形
で
公
示
す
る
の
か
。

答

①
従
来
の
方
法
に
加
え
て
実
施
す
る
。

②
区
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
設
置
し

て
い
る
電
子
掲
示
場
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

可決
令
和
7
年
度
墨
田
区
一
般
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
80
号
）

　
公
共
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金
、
保
育
園

管
理
運
営
委
託
等
経
費
等
に
つ
い
て
36
億

7
8
1
7
万
5
0
0
0
円
を
追
加
す
る
ほ
か
、

14
事
業
の
繰
越
明
許
費
を
補
正
す
る
も
の

地
域
の
拠
点
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

問

先
の
国
政
選
挙
に
伴
い
、
改
修
中
で

で
あ
っ
た
、
み
ど
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
期
日
前
投
票
所
と
し
て
使
用
し

た
。
①
工
事
を
一
旦
や
め
た
こ
と
に
よ
る
開

設
時
期
へ
の
影
響
は
。
②
現
段
階
で
予
約
が

で
き
る
状
況
か
。

答

①
令
和
8
年
3
月
31
日
ま
で
の
工
期

を
予
定
し
て
い
た
が
、
今
回
の
繰
越

明
許
に
伴
い
、
4
月
10
日
ま
で
工
事
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
、
清
掃
や
館
内

チ
ェ
ッ
ク
等
を
経
て
、
オ
ー
プ
ン
は
4
月
15

日
と
し
て
お
り
、
約
2
週
間
の
延
期
を
予
定

し
て
い
る
。
②
4
月
15
日
以
降
の
予
約
に
つ

い
て
は
既
に
可
能
な
状
況
で
あ
る
。

採択
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為

の
実
態
調
査
を
求
め
る
こ
と
に
関

す
る
陳
情

　
職
員
に
対
す
る
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧

誘
行
為
、
そ
れ
に
伴
う
心
理
的
圧
力
の
有
無

に
つ
い
て
実
態
調
査
を
求
め
る
も
の

問
題
認
識
を
共
有
し
、
具
体
的
な
対
応
へ

意見
現
在
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相

談
窓
口
の
設
置
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
い
る
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

議
会
独
自
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
実
態
調
査
の
実

施
に
関
し
、
政
党
機
関
紙
に
関
す
る
内
容
を

盛
り
込
む
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
議
会
と
し
て
も
問
題
意
識

を
具
体
的
な
形
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
意
義
は
大
変
大
き
い
。

個
人
の
思
想
及
び
信
条
の
自
由
に
配
慮
を

意見
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
、
憲

法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
思
想
・
信
条

の
自
由
を
侵
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

ま
た
、
既
に
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い

て
議
員
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
実
態
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
追
加
の

調
査
・
対
応
は
必
要
な
い
。

報告
公
民
学
連
携
・
S
D
Gs
未
来
都

市
推
進
事
業
の
取
組
状
況
等
に
つ

い
て

　
S
D
G
s
未
来
都
市
推
進
事
業
の
進
捗
状

況
及
び
普
及
啓
発
事
業
実
績
、
大
学
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
報
告

大
学
の
知
見
を
生
か
し
た
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て

問

千
葉
大
学
と
連
携
し
、
区
民
の
行
動

変
容
を
促
す
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
取
組

が
進
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
ど
の
程
度
具

体
的
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答

実
装
さ
れ
て
い
る
事
例
の
う
ち
、
選

挙
の
際
に
配
布
す
る
投
票
済
証
に
つ

い
て
、
メ
デ
ィ
ア
や
S
N
S
等
で
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
選
挙
を
重
ね
る

ご
と
に
配
布
数
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
投
票
済
証
の
交
付
期
間
内
に
お
い
て
、

区
の
公
式
L
I
N
E
の
登
録
者
数
が
通
常
時

の
2
倍
程
度
と
な
り
、
区
民
の
行
動
変
容
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

持
続
可
能
な
事
業
へ
と
昇
華
さ
せ
る
に
は

問

S
D
G
s
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

目
標
期
限
の
2
0
3
0
年
ま
で
残
り

3
分
の
1
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
国

の
補
助
金
や
未
来
都
市
の
選
定
期
間
の
終
了

後
、
現
状
の
仕
組
み
を
維
持
す
る
、
又
は
整

理
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
区
と
し
て
の
考
え
は
。

答

2
0
3
0
年
は
基
本
計
画
の
中
間
改

定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
、
今
後

は
S
D
G
s
の
そ
の
先
を
見
据
え
た
全
庁
的

な
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
国

連
で
の
議
論
も
注
視
し
な
が
ら
、
大
学
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
も
含
め
、
第
3

期
の
未
来
都
市
計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

区
民
福
祉
委
員
会

　
開
会
日
　

2
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

3
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

3
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　

3
月
31
日
（
火
）

　
案
　
件
　
議
案
9
件
、
陳
情
5
件

　
　
　
　
　
報
告
3
件

◆
主
な
審
査
状
況
等
を
紹
介
し
ま
す
。

可決
墨
田
区
特
別
区
税
条
例
及
び
墨
田

区
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
（
一
部
改
正
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
公
示

送
達
の
方
法
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
も
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の

個
人
情
報
へ
の
配
慮
も

問

個
人
情
報
へ
の
配
慮
も
必
要
に
な
る

と
思
う
が
、
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答

個
人
が
特
定
で
き
る
情
報
は
画
像
化

し
て
掲
載
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
庁

の
指
針
に
従
い
運
用
す
る
と
と
も
に
、
公
示

事
項
の
制
限
や
公
示
期
間
終
了
後
は
速
や
か

に
情
報
を
削
除
す
る
等
の
対
策
を
行
う
。

可決
す
み
だ
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例

（
一
部
改
正
）

　
す
み
だ
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
検

討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
健
康
増
進
事
業
及
び
当
該
事
業
を
実
施
す

る
施
設
を
廃
止
す
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
整

備
を
す
る
も
の

健
康
増
進
か
ら
疾
病
の
早
期
発
見
へ
の
変

化
に
つ
い
て

問

改
正
の
理
由
と
そ
の
効
果
を
伺
う
。

答

民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
が
増
加
し

て
お
り
、
健
康
増
進
室
を
区
が
設
置

す
る
必
要
性
は
低
い
も
の
と
考
え
る
。
今
後
、

健
康
増
進
事
業
は
、
す
み
だ
保
健
子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
一
層
の
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
い
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

事
業
が
縮
小
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
推
進
を

問

現
在
、
健
康
増
進
事
業
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
へ
の
周
知
、
ま
た
、
健
康

増
進
室
の
空
き
時
間
の
今
後
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

答

昨
年
10
月
以
降
、
利
用
者
に
対
し
事

業
の
廃
止
を
案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、

健
康
増
進
室
は
、
こ
れ
ま
で
も
当
該
事
業
の

ほ
か
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
訓
練
等
で
利

用
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
拡
充
し
て
活

用
す
る
考
え
で
あ
る
。

不採択
• 

墨
田
区
斎
場
等
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
陳

情
• 

住
宅
密
集
地
に
お
け
る
宗
教
施

設
の
斎
場
機
能
利
用
に
係
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
並
び
に
周

辺
住
民
へ
の
説
明
会
実
施
及
び

住
民
同
意
の
義
務
付
け
を
求
め

る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

• 

住
宅
密
集
地
に
お
け
る
イ
ス
ラ

ム
礼
拝
施
設
で
の
葬
儀
等
に
対

す
る
周
辺
住
民
の
心
理
的
不
安

解
消
と
生
活
環
境
保
護
を
求
め

る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

• 

イ
ス
ラ
ム
礼
拝
施
設
内
で
の
葬

儀
執
行
に
伴
う
住
環
境
へ
の
影

響
調
査
並
び
に
周
辺
住
民
へ
の

事
前
説
明
及
び
住
民
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

• 

住
宅
密
集
地
に
お
け
る
礼
拝
施

設
建
設
に
伴
う
葬
祭
行
事
・
遺

体
処
置
の
制
限
並
び
に
周
辺
住

民
へ
の
事
前
説
明
及
び
合
意
形

成
の
義
務
付
け
に
関
す
る
陳
情

　
住
宅
密
集
地
で
の
宗
教
施
設
建
築
に
係
る

事
前
の
周
辺
住
民
へ
の
説
明
会
の
実
施
、
施

設
に
お
い
て
遺
体
の
安
置
や
葬
儀
等
を
行
う

際
の
公
衆
衛
生
や
交
通
安
全
、
騒
音
防
止
等

に
関
す
る
墨
田
区
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

の
策
定
、
相
談
窓
口
の
設
置
を
求
め
る
も
の

な
ど区

民
の
不
安
に
寄
り
添
い
丁
寧
な
対
応
を

意見
地
域
住
民
が
抱
く
不
安
や
懸
念
を
軽

視
す
る
こ
と
な
く
、
建
築
計
画
の
相

談
や
申
請
が
な
さ
れ
た
際
に
は
、
関
係
法
令

に
基
づ
き
適
切
な
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、

衛
生
面
へ
の
配
慮
、
安
全
確
保
、
周
辺
環
境

と
の
調
和
と
い
っ
た
観
点
に
つ
い
て
必
要
な

指
導
や
確
認
を
丁
寧
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

報告
「
す
み
だ
健
康
づ
く
り
総
合
計
画
」

に
つ
い
て

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
、
墨

田
区
保
健
衛
生
協
議
会
、
す
み
だ
健
康
づ
く

り
総
合
計
画
策
定
部
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、

す
み
だ
健
康
づ
く
り
総
合
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
の
報
告

全
庁
的
な
推
進
を

問

本
計
画
に
一
本
化
さ
れ
た
第
2
次
墨

田
区
自
殺
対
策
計
画
に
関
し
て
、
自

殺
対
策
は
全
庁
横
断
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。　

答

自
殺
対
策
は
単
な
る
福
祉
や
保
健
事

業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
き
る
こ
と
に

対
す
る
包
括
的
な
支
援
と
し
て
、
よ
り
積
極

的
か
つ
横
断
的
な
対
応
が
必
要
な
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
全
庁
的
な
対
応
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

健
康
へ
の
無
関
心
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

問

無
関
心
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要

と
考
え
る
が
、
方
針
を
伺
う
。

答

す
み
だ
健
康
区
宣
言
の
一
部
見
直
し

も
あ
り
、
本
計
画
の
策
定
と
併
せ
て

区
報
や
区
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
S
N
S
等

を
活
用
し
て
周
知
を
行
い
、
行
動
変
容
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
無
関
心
層
に

対
し
て
は
、
特
に
ゼ
ロ
次
予
防
の
取
組
も
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

常
任
委
員
会
の
活
動

常
任
委
員
会
の
活
動

SDGs普及啓発事業
関連行事リーフレット



人がつながり 夢をカタチに 墨田区すみだ区議会だより　2026年（令和8年）5月1日 （6）

子
ど
も
文
教
委
員
会

　
開
会
日
　
3
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
案
　
件
　
議
案
1
件
、
報
告
5
件

◆
主
な
審
査
状
況
等
を
紹
介
し
ま
す
。

可決
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　
特
別
区
人
事
委
員
会
の
勧
告
等
を
踏
ま
え
、

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
の
支
給
対
象
時
間

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
同
手
当
の
額
に

1
0
0
分
の
1
5
0
を
乗
ず
る
対
象
と
な
る

勤
務
を
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ
と

と
す
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
整
備
を
す
る

も
の規

定
整
備
と
合
わ
せ
て
環
境
整
備
を

問

こ
う
し
た
勤
務
実
態
に
見
合
っ
た
規

定
の
整
備
は
必
要
だ
が
、
働
き
方
改

革
の
観
点
か
ら
は
、
管
理
職
の
長
時
間
勤
務

の
抑
制
や
業
務
負
担
軽
減
の
た
め
の
取
組
も

必
要
と
考
え
る
。
区
の
考
え
を
伺
う
。

答

区
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
出
退
勤
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
園
長
の
事
務
補
助
職
員
の
配
置
な

ど
で
負
担
軽
減
を
図
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、

I
C
T
等
も
活
用
し
て
、
業
務
負
担
軽
減
や

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

報告
総
合
教
育
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

　
墨
田
区
教
育
施
策
大
綱
の
改
定
素
案
に
つ

い
て
協
議
し
た
1
月
26
日
の
第
22
回
墨
田
区

総
合
教
育
会
議
の
報
告

行
政
全
体
で
多
様
な
環
境
に
あ
る

子
ど
も
へ
支
援
を

問

墨
田
区
教
育
施
策
大
綱
の
改
定
素
案

に
お
い
て
、
施
策
の
方
向
と
し
て

「
多
文
化
共
生
教
育
の
充
実
」
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答

現
行
の
教
育
施
策
大
綱
で
施
策
の
一

つ
と
し
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
た
教
育
の
推
進
」
を
、
先
般
策
定
し

た
墨
田
区
基
本
構
想
や
、
外
国
人
と
の
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
踏

ま
え
て
改
定
し
た
。

実
質
的
な
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

適
宜
見
直
し
を

問

総
合
教
育
会
議
は
定
期
開
催
と
な
っ

て
お
り
、
形
骸
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

協
議
す
べ
き
課
題
が
生
じ
た
と
き
に
開
催
す

る
形
式
も
考
え
ら
れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答

平
成
26
年
か
ら
年
2
回
程
度
開
催
し

て
お
り
、
最
近
で
は
学
校
の
働
き
方

改
革
や
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
他
機
関
と

の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
区

長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
連
携
す
る
体
制
づ

く
り
に
寄
与
し
て
お
り
、
有
用
性
は
高
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
開
催
頻
度
や
運
営
形

式
は
関
係
所
管
と
調
整
し
て
い
く
。

報告
「
墨
田
区
学
校
改
築
基
本
計
画
」

に
つ
い
て

　
老
朽
化
が
進
む
区
の
学
校
施
設
を
将
来
に

わ
た
っ
て
安
心
し
て
学
べ
る
安
全
な
施
設
と

す
る
た
め
、
計
画
的
に
学
校
改
築
を
実
行
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
策
定
す
る
学
校
改
築

基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
の
報
告

引
き
続
き
、
児
童
・
生
徒
・
地
域
に

よ
り
良
い
方
法
の
検
討
を

問

居
な
が
ら
改
築
が
難
し
い
学
校
は
連

携
改
築
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

継
続
し
て
最
良
の
方
法
を
模
索
し
て
ほ
し
い
。

今
後
、
代
替
地
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、

方
針
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
か
。

答

居
な
が
ら
改
築
が
難
し
い
学
校
は
、

現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
一
番
良
い
方

法
で
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
状
況
が
変
わ

れ
ば
柔
軟
に
見
直
し
を
行
う
。

地
域
産
業
都
市
委
員
会

　
開
会
日
　
2
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
3
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　

　
案
　
件
　
議
案
5
件
、
陳
情
5
件

　
　
　
　
　
報
告
6
件

◆
主
な
審
査
状
況
等
を
紹
介
し
ま
す
。

可決
墨
田
区
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進

助
成
条
例
（
一
部
改
正
）

　
住
宅
の
耐
震
化
の
一
層
の
促
進
を
図
る
た

め
、
非
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
等
を
助
成
対

象
に
加
え
る
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
等
に
係

る
助
成
率
を
一
部
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
題
名

を
改
め
る
等
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

助
成
対
象
拡
大
に
見
合
う
引
上
げ
を

問

非
木
造
住
宅
が
助
成
対
象
に
な
り
、

工
事
単
価
も
大
幅
に
上
昇
し
て
く
る

と
思
う
。
助
成
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
足
り
る
の
か
。

答

こ
れ
ま
で
、
非
木
造
の
住
宅
は
、
助

成
制
度
が
未
実
施
だ
っ
た
た
め
、
実

績
は
な
い
が
、
ま
ず
は
木
造
と
同
等
の
助
成

額
に
設
定
し
、
制
度
を
運
用
し
て
い
く
中
で
、

適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

不採択
墨
田
区
の
循
環
バ
ス
の
見
直
し
に

つ
い
て
熟
慮
を
求
め
る
こ
と
に
関

す
る
陳
情

　
見
直
し
に
つ
い
て
、
説
明
の
機
会
を
再
設

定
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
見
直
し

決
定
後
も
、
利
用
者
の
声
を
聞
く
機
会
を
設

け
る
等
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を

求
め
る
も
の

路
線
の
持
続
可
能
な
存
続
の
た
め
に

意見
区
民
要
望
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
こ

と
、
そ
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
、

料
金
に
つ
い
て
の
公
平
性
、
今
後
も
区
民
の

声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
い
ず
れ
も
重
要
な

も
の
だ
が
、
一
定
の
丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
現
在
の
案
が
練
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
計
画
の
再
度
の
見
直
し
や
停
滞
は
区
民

の
足
で
あ
る
路
線
の
持
続
可
能
な
存
続
自
体

を
損
ね
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

不採択
• 

墨
田
区
内
に
お
け
る
宗
教
施
設

（
モ
ス
ク
）
建
設
計
画
に
つ
い
て

の
事
実
確
認
、
情
報
提
供
及
び
住

民
説
明
の
機
会
の
確
保
に
関
す
る

陳
情

• 
太
平
地
区
に
お
け
る
大
規
模
建
築

計
画
の
事
前
周
知
及
び
江
戸
情
緒

を
維
持
す
る
た
め
の
景
観
誘
導
に

関
す
る
陳
情

• 

住
宅
密
集
地
の
生
活
道
路
に
面
し

た
大
規
模
礼
拝
施
設
建
設
計
画
に

伴
う
安
全
点
検
、
防
災
・
防
犯
体

制
の
整
備
及
び
住
民
説
明
を
求
め

る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

• 

錦
糸
町
駅
周
辺
地
域
に
お
け
る
大

規
模
宗
教
施
設
（
モ
ス
ク
）
建
設

計
画
に
対
し
、
適
切
な
対
応
を
求

め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

　
区
内
に
お
け
る
宗
教
施
設
（
モ
ス
ク
）
建

設
計
画
に
つ
い
て
、
区
と
し
て
把
握
し
て
い

る
事
実
を
整
理
し
、
可
能
な
範
囲
で
区
民
へ

周
知
す
る
こ
と
、
周
辺
環
境
と
調
和
さ
せ
る

た
め
の
事
前
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
、
地
域

の
道
路
状
況
等
を
踏
ま
え
た
適
切
な
指
導
を

行
う
こ
と
、
墨
田
区
中
高
層
建
築
物
紛
争
予

防
条
例
等
に
基
づ
く
厳
格
な
審
査
・
指
導
を

行
う
こ
と
等
を
求
め
る
も
の

地
域
住
民
の
抱
く
不
安
や
懸
念
が
あ
る

問

申
請
、
相
談
届
出
が
な
い
状
況
で
事

業
者
に
住
民
説
明
会
の
開
催
や
計
画

内
容
の
情
報
公
開
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で

き
る
の
か
。

答

紛
争
予
防
条
例
で
は
、
あ
く
ま
で
も

建
築
計
画
が
あ
っ
た
上
で
、
看
板
の

設
置
後
に
説
明
会
を
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

本
件
は
、
そ
の
も
っ
と
前
の
段
階
の
話
な
の

で
、
希
望
に
沿
い
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

問
合
せ
窓
口
を
設
置
す
る
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

現
在
、
各
専
門
部
署
が
そ
れ
ぞ
れ
の

知
識
を
生
か
し
て
相
談
者
に
対
し
て

責
任
を
持
っ
て
回
答
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

総
合
的
な
窓
口
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
現
況
の
体
制
を
と
っ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

報告
「
す
み
だ
五
彩
の
芸
術
祭
」
の
実

施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　「
す
み
だ
五
彩
の
芸
術
祭
」
の
実
施
に
向

け
た
全
体
像
を
示
す
実
施
計
画
の
概
要
の
報

告
既
存
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
に
つ
い
て

問

実
施
計
画
（
案
）
の
地
域
連
携
参
加

促
進
に
関
連
し
て
、
芸
術
祭
の
開
催

期
間
中
に
、
す
み
だ
ま
つ
り
と
墨
田
区
文
化

祭
が
重
な
る
と
思
う
が
、
芸
術
祭
と
の
連
携

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

墨
田
区
文
化
祭
は
、
非
常
に
長
い
歴

史
を
持
つ
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
の
芸
術

祭
に
お
い
て
も
、
共
催
企
画
と
い
う
こ
と
で
、

一
つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
開
催
す
る
運
び
に

な
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
に
も
広
く
ご
参
画
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
文
化
祭
は
、

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
芸
術
性
に
合
わ

せ
て
部
門
の
増
加
を
検
討
し
て
い
る
。
す
み

だ
ま
つ
り
・
こ
ど
も
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、

お
互
い
が
広
く
広
報
上
の
連
携
を
図
っ
て
、

お
客
様
を
お
呼
び
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

「新日本フィル」によるミニコンサートを開催！議員研修会を開催 〞公共施設の未来を考える〞

　2月4日、本会議場において「2月議会（施政方針）開会前コンサート」
を新日本フィルハーモニー交響楽団との共催で開催しました。
　当日は、同楽団の演奏者による美
しい木管五重奏が披露され、議場
に優雅な音色が響き渡りました。
　コンサートのもよう
は区議会ウェブサイト
でご覧いただけます。

　1月27日、東洋大学国際ＰＰＰ研究所
シニアリサーチパートナーの南学氏を
講師にお迎えし、「公共施設マネジメン
トと公民連携」をテーマとした議員研
修会を開催しました。持続可能な公共
施設の運営方法や、公民連携による効
果的な施設活用などについて学ぶ機会
となりました。 映像配信Web ミニコンサートのようす研修会のようす

すみだ五彩の芸術祭
PRポスター



人がつながり 夢をカタチに 墨田区すみだ区議会だより　2026年（令和8年）5月1日（7）

各会派等の主な意見（詳細は、映像配信ウェブサイトをご覧ください。）

予算特別委員会のもようをお知らせします予算特別委員会のもようをお知らせします

自由民主党・無所属 賛成賛成

日本共産党

公明党

令和８年度墨田区各会計予算額
令和８年度の墨田区各会計予算の編成状況についてお知らせします。

各費目の詳細等は墨田区公式ウェブサイトをご覧ください。

そもそも「予算特別委員会」ってなんですか？
よさんとくべついいんかい

　区長から提出された次年度の予算の内容が、
〝区民のみなさんの声に沿ったものになって
いるのか？　などについて審査するために
開かれる委員会です。
　今回は、令和８年度の予算について審査
しました。

すみだ未来フォーラム

一般会計
1,559億
2,600万円

総額
2,148億
7,500万円国民健康保険

特別会計

「特別会計」は
特定の収入で
特定の支出を

　まかなうための
　　“別のお財布”

　　だよ！

266億1,500万円

後期高齢者医療
特別会計

78億600万円

介護保険
特別会計

245億2,800万円

「一般会計」は区の中心のお財布です！

教育や福祉などの行政サービス、公共事業
などに使うための経費で、主な財源は税金です。
特別会計に属さない全ての会計となります。

予算特別委員会委員（15人）

福　田　はるみ はねだ　福　代
加　藤　ひろき
稲  葉  かずひろ
あ  べ  よしたけ
遠　藤　ミ　ホ
甲　斐　まりこ
しみず　良　平
坂　井　ユカコ

たきざわ  正  宜
村　本　ひろや
と　も　宣　子
高　橋　正　利
おおこし  勝  広
桜　井　浩　之

◎
○

（自民党）
（自民党）
（自民党）
（自民党）
（立憲墨）
（墨未来）
（墨維新）
（自民党）

（公明党）
（自民す）
（共産党）
（公明党）
（公明党）
（公明党）
（無所属）

（◎委員長　○副委員長）
自分たちの生活に

深く関わる
お金なんだね！

賛成賛成

反対反対

賛成賛成

無所属すみだ 賛成賛成

立憲民主党 賛成賛成

自由民主党すみだの会 賛成賛成

日本維新の会 賛成賛成

予算特別委員会の審査のもよう
のぞいてみよう！

予算特別委員会の審査のもようを
インターネットで配信しています！
予算特別委員会の審査のもようを

インターネットで配信しています！
　予算特別委員会やその他の委員会、本会議の
もようを、インターネットでご視聴いただけます。
過去の開会分も映像配信しています。
　詳細は区議会ウェブサイト
　　をご覧ください。

　予算特別委員会やその他の委員会、本会議の
もようを、インターネットでご視聴いただけます。
過去の開会分も映像配信しています。
　詳細は区議会ウェブサイト
　　をご覧ください。

いつでも
どこでも！
いつでも
どこでも！

■学校改築や公共施設更新など将来需要を見据える中で、起債と基金を戦略的
に組み合わせる考え方が示されたことは重要だ。今後は、公債費負担比率など
も視野に入れた分かりやすい財政運営が必要だ。

■4月施行の民泊関連条例の実効性を高めるため、監視・指導体制の強化やルール
ブックによる周知が示された。区民の安心を最優先に審査と指導の徹底を求める。

■保育園入園選考における居住年数合算、いわゆるUターン支援のシス
テム改修費が予算化された。定住促進の観点から着実に進めるべき。

■これ以上の公共施設の削減は区民サービスの後退につながるものであり、容認
できない。区政課題も多様化する中で、公共施設を質、量ともに充実させるこ
とが求められる。

■家賃負担軽減は待ったなしの重要な課題だ。直ちに新たな制度設計を図り、区
独自に家賃補助制度を実施することを改めて強く求める。

■暮らしへの支援が不十分である。国保料、後期高齢者医療保険料の
軽減、区独自の給付型奨学金の実施など、区民生活への支援を十分
に行うべきである。

■基金の債券運用割合など、計画的、弾力的な運用や歳入確保の取組を進め、安
定した財政基盤を確立するとともに、区民生活に寄り添った施策を着実に推進
していくことを求める。

■これまで各委員会等で指摘してきた課題について、一定の改善や取組の進展が
図られていることが確認できた。

■地域力向上推進事業補助金について、補助規模の面では十分とは言
えない状況も見受けられることから、現場の実情を踏まえた予算の
充実について検討されることを期待する。

■木密地域の不燃化プロジェクトの推進や、東武伊
勢崎線立体化事業、災害復興マニュアル改定経費
など、区民の命を守る基盤整備に重点を置いた配
分を評価する。

■こどもまんなかの視点に立ち、小学校での英語学
習体験や、教員の授業力を高めるクラ
ウド型支援サービスの導入など、教育
の質的向上を図る姿勢を評価する。

■いじめ・不登校防止対策について、全国各自治体
の成功事例等を共有することも重要と考える。国
や都の新たな取組を注視しつつ、更なる対応を講
じてもらいたい。

■町会・自治会の下部組織の活性化こそが地域住民
のイメージ変化にもつながる。町会・自
治会の女性や若者の活動に力を与える
ためにも、新たな投資の検討を求める。

■新たなクラウド型授業づくり支援サービスが導入
されることを高く評価する。教員の業務負担を軽
減し、子どもたちへの質の高い授業づくりへつな
げることを期待する。

■千葉大学やiU、UDCすみだ等と連携する公民学
の連携を一層推進し、大学の知恵を活
用した地域課題の解決と新たなにぎわ
い創出を期待する。

■当事者や専門家の意見を踏まえ、犯罪被害者に寄
り添う支援体制の整備と条例制定に向けた検討を
進め、専門員の確保に努めること。

■包括的性教育は幸せに生きるための人権教育であ
る。子どもが被害者にも加害者にもならぬよう、
わかりやすい広報・啓発をすること。

■食の安全保障や持続可能な社会の実
現、環境教育に寄与する有機給食の取
組を進めること。

■基金の評価や公共施設マネジメントなどは、物価
動向も踏まえたより現実的な財政見通しを行う必
要がある。将来世代へ過度な負担を先送りしない
よう、正確な財政推計を基礎とした計画的かつ持
続可能な財政運営を求める。

■子育て支援施策については、区民ニー
ズを踏まえながら継続的に充実を図る
ことを期待する。

〝
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 令和7年度定例会2月議会　議決議案等の審議結果 ○賛成　×反対　 

件　　名

会派名等（　）内は所属議員数
議決
結果自民党 公明党 共産党 墨未来 立憲墨 墨維新 新すみ 無所属 自民す

（11） （7） （3） （2） （2） （2） （1） （1） （1）

区
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

予
　
　
　
算

令和7年度墨田区一般会計補正予算（議案第79号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
令和7年度墨田区一般会計補正予算（議案第80号） ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
令和7年度墨田区介護保険特別会計補正予算 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
令和8年度墨田区一般会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
令和8年度墨田区国民健康保険特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
令和8年度墨田区介護保険特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
令和8年度墨田区後期高齢者医療特別会計予算 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

条
　
　
　
　
　
　
例

墨田区手数料条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区行政手続条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区議会議員及び墨田区長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区印鑑条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区特別区税条例及び墨田区後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
すみだ福祉保健センター条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区介護保険条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区木造住宅耐震改修促進助成条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区不燃建築物建築促進助成条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区コミュニティ住宅条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区立公園条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区特別区税条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

そ
の
他

すみだ健康区宣言について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
墨田区障害者日中活動系サービス推進事業補助金及び墨田区精神障害者障害福祉サービス事業補助金の不当利得返還等請求に係る訴えの提起について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更に係る協議について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
地代増額等請求事件に係る調停について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

人事 墨田区監査委員選任の同意について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議
員
提

出
議
案

決議 村本ひろや議員（日本共産党墨田区議会議員団幹事長）に対する問責決議 ○○ ○○   ×  （2）
 除斥 （1） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

請
　
願
　
・
　
陳
　
情

陳
　
　
情

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求めることに関する陳情 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 採択
墨田区内における宗教施設（モスク）建設計画についての事実確認、情報提供及び住民説明の機会の確保に関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
太平地区における大規模建築計画の事前周知及び江戸情緒を維持するための景観誘導に関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
墨田区斎場等の設置等に関する条例の制定に関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
住宅密集地における宗教施設の斎場機能利用に係るガイドラインの策定並びに周辺住民への説明会実施及び住民同意の義務付けを求めることに関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
住宅密集地におけるイスラム礼拝施設での葬儀等に対する周辺住民の心理的不安解消と生活環境保護を求めることに関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
住宅密集地の生活道路に面した大規模礼拝施設建設計画に伴う安全点検、防災・防犯体制の整備及び住民説明を求めることに関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
イスラム礼拝施設内での葬儀執行に伴う住環境への影響調査並びに周辺住民への事前説明及び住民同意を求めることに関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
錦糸町駅周辺地域における大規模宗教施設（モスク）建設計画に対し、適切な対応を求めることに関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
住宅密集地における礼拝施設建設に伴う葬祭行事・遺体処置の制限並びに周辺住民への事前説明及び合意形成の義務付けに関する陳情 × × × × × × × × × 不採択
墨田区の循環バスの見直しについて熟慮を求めることに関する陳情 × × ○○ × × × × × × 不採択

会 派 等 の 所 属 議 員

略 称 会  派  名  等 所属議員名（五十音順）

自民党 墨田区議会自由民主党・ 
無所属

あべよしたけ、稲葉かずひろ、井上裕幾、加藤ひろき、
小林しょう、坂井ユカコ、佐藤　篤、しもむら緑、 
大門しろう、福田はるみ、堀よしあき

公明党 墨田区議会公明党 おおこし勝広、おまた雄一、加納　進、たかはしのりこ、
高橋正利、とも宣子、はねだ福代

共産党 日本共産党墨田区議会議員団 としま剛、村本ひろや、山下ひろみ
墨未来 すみだ未来フォーラム（都ファ） あべきみこ、甲斐まりこ
立憲墨 立憲民主党墨田区議団 遠藤ミホ、中村あきひろ
墨維新 墨田区議会日本維新の会 しみず良平、船橋けんご
新すみ 新しいすみだ 井上ノエミ
無所属 無所属すみだ 桜井浩之
自民す 自由民主党すみだの会 たきざわ正宜

会派構成等が一部変わりました会派構成等が一部変わりました

■ 1月27日付けで、ちょうなん貴則議員は、公職選挙法第90条（立候補の
ための公務員の退職）の規定により、区議会議員の職を辞したものとみな
されました。このことに伴い、区民福祉委員会は欠員1人、墨田区基本計
画調査特別委員会の後任委員に甲斐まりこ議員が選任されました。

■  1月28日付けで、「すみだ未来フォーラム（国民・都ファ）」は「すみだ未
来フォーラム（都ファ）」に変更になりました。

■  1月28日付けで、たきざわ正宜議員の会派名等は、「すみだの会」から
「自由民主党すみだの会」に変更になりました。

■  2月19日付けで、あべきみこ議員は、議会運営委員会委員を辞任しました。

会　議　名 開会時刻 傍聴席 会　議　名 開会時刻 傍聴席
5月 22日 （金曜日）

議会運営委員会 午前11時30分 17階
6月 22日 （月曜日） 子ども文教委員会

午後1時
17階

5月 28日 （木曜日） 6月 23日 （火曜日） 地域産業都市委員会
5月 29日 （金曜日） 本会議（招集議会） 午後1時 19階 6月 24日 （水曜日） 区民福祉委員会
6月 5日 （金曜日）

議会運営委員会 午前11時30分 17階
6月 25日 （木曜日） 企画総務委員会

6月 11日 （木曜日） 6月 29日 （月曜日） 議会運営委員会 午前11時30分
6月 12日 （金曜日） 本会議（6月議会初日）

午後1時 19階
6月 30日 （火曜日） 本会議（6月議会最終日） 午後1時 19階

6月 15日 （月曜日）
本会議

※会議日程は変更が生じる場合があります。 最新の情報は区議会ウェブサイトをご覧ください。
6月 17日 （水曜日）

【今後の会議日程（予定）】

村本ひろや議員（日本共産党墨田区議会議員団幹事長）に 
対する問責決議について

　村本ひろや議員（日本共産党墨田区議会議員団幹事長）に対して、議員研修会
の欠席や議会での行動を起因とする問責決議が提出され、3月30日の本会議で可
決されました。
　決議文（全文）や問責決議に対する各議員の賛否の状況の詳細に
ついては、区議会ウェブサイトをご覧ください。

初の避難訓練を実施しました！

　1月23日、区の庁舎自
衛消防訓練と連携した避
難訓練を実施しました。
万が一の事態に備え、安
全確保と適切な避難行動
について実践的な活動を
行いました。 訓練のようす


